
数学数学 NO.NO.2222
〈解答〉

1　⑴　－ 1　　⑵　－19　　⑶　 7 a2－ 7 a＋ 1　　⑷　12xz 
y 　　⑸　

 x－y 
4

2　⑴　ア
　　⑵　x＝－ 2
　　⑶　 2 x＋ 4

　　⑷　y＝－ 13 x － 53
　　⑸　 x ＝ 3， y＝ 5
　　⑹　 6㎝
　　⑺　∠ x＝36°
　　⑻　右図

配点　各 2点　2⑸両解　26点満点

〈解説〉

2　⑻

1　⑴　－ 5－（－ 4）
　　　＝－ 5＋ 4
　　　＝－ 1

⑵　－ 1＋（－ 2）×（－ 3）2

　＝－ 1＋（－ 2）×（－ 3）×（－ 3）
　＝－ 1＋（－18）
　＝－ 1－18
　＝－19

⑶　 2 a2－ 3 a＋ 1－ 4 a＋ 5 a2

　＝ 2 a2＋ 5 a2－ 3 a－ 4 a＋ 1
　＝ 7 a2－ 7 a＋ 1

⑷　－ 2 x÷ 23 y×（－ 4 z ）

　＝－ 2 x× 3
2 y×（－ 4 z ）

　＝
2 x× 3× 4 z

2 y

　＝12xz 
y

⑸　
2 x＋y
　 3  

－
5 x＋ 7 y
　 12  

　＝（ 2 x＋y）× 4
3 × 4 － 5 x＋ 7 y

12

　＝ 4（ 2 x＋y）
12 －

5 x＋ 7 y
12

　＝
4（ 2 x＋y）－（ 5 x＋ 7 y）

12

　＝
8 x＋ 4 y－ 5 x－ 7 y

12

　＝
8 x－ 5 x＋ 4 y－ 7 y

12

　＝
3 x－ 3 y 
12

　＝  x－y 
4



2　⑴　a ＜ 0，b ＜ 0であるから，
　　　ア… a ＋ b の結果は，a よりも小さい負の数になる。
　　　イ…  a － b の結果は，a の方が b よりも絶対値が大きいならば a よりも大きい負の

数になり，a の方が b よりも絶対値が小さいならば正の数になる。
　　　ウ… a × b の結果は，負の数どうしの乗法なので正の数になる。
　　　エ… a ÷ b の結果は，負の数どうしの除法なので正の数になる。
　　　よって，最も小さくなるのは，ア
　　⑵　 3（ 2 x－ 1）＝ 2（ 4 x＋ 3）－ 5
　　　括弧を展開して，
　　　　　 6 x－ 3 ＝ 8 x＋ 6－ 5
　　　左辺の－ 3，右辺の 8 x を移項して，
　　　　　 6 x－ 8 x＝ 6－ 5＋ 3
　　　　　　  － 2 x＝ 4
　　　両辺を－ 2で割って，
　　　　　 x＝－ 2
　　⑶　ある式から x － 3をひくと x＋ 7になることから，
　　　ある式を A とすると，
　　　　　A－（ x－ 3）＝x＋ 7
　　　左辺の－（ x－ 3）を移項して，
　　　　　A＝x＋ 7＋（ x－ 3）
　　　　　  ＝x＋ 7＋x－ 3
　　　　　  ＝x＋x＋ 7－ 3
　　　　　  ＝ 2 x＋ 4

　　⑷ 　平行な直線どうしは傾きが等しいから，求める直線の式を y＝－ 13 x＋b と表し，

点（ 1，－ 2）を通ることから x＝ 1，y＝－ 2を代入して，

　　　　　－ 2 ＝－ 13 × 1 ＋b

　　　　　－ 2 ＝－ 13 ＋ b

　　　　　　 b ＝－ 2＋ 13 ＝－
5
3

　　　よって，求める式は，y＝－ 13  x － 53
　　⑸　度数の合計が 20人なので，
　　　　　 0＋ 1＋ x ＋ 9＋ y ＋ 2 ＝20              …①
　　　（階級値×度数）の総和＝平均値×度数の合計なので，
　　　　　 2× 0＋ 6× 1＋10× x ＋14× 9 ＋18× y＋22× 2 ＝14.8×20  …②
　　　①より，x ＋ y＝ 8 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 …① ́
　　　②より， 6＋10 x＋126＋18	y＋44＝296



　　　　　　　　　　　　　  10 x＋18 y＝120
　　　　　　　　　　　　　　 5 x＋ 9 y＝60            …② ́
　　　① ́× 9 －② ́　　　 9 x＋ 9 y＝72
　　　　　　　　　　－）5 x＋ 9 y＝60
　　　　　　　　　 　　 4 x　　  ＝12より，x＝ 3
　　　これを① ́ に代入して，
　　　　　 3＋y＝ 8より，y＝ 5
　　⑹ 　真上から見ると，右の図のように，△ＡＢＣのすべての

辺に円Ｏが接しているように見える。
　　　  △ＯＡＢ，△ＯＢＣ，△ＯＡＣの面積の和は△ＡＢＣの面積に等

しいから，円Ｏの半径を r ㎝とすると，

　　　　　 12 ×20× r ＋ 12 ×21× r ＋ 12 ×29× r＝ 1
2 ×20×21

　　　　　　　　　　　　 12 ×（20＋21＋29）× r ＝210

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  35 r＝210より，r＝ 6
　　　よって，球の半径は 6㎝
　　⑺　ＡＤ＝ＣＤより，△ＡＣＤは二等辺三角形なので，
　　　　　∠ＡＣＤ＝∠ＣＡＤ＝∠ x
　　　△ＡＣＤの内角と外角の関係より，
　　　　　∠ＣＤＢ＝∠ＡＣＤ＋∠ＣＡＤ
　　　　　　　　＝∠ x ＋∠ x ＝ 2∠ x
　　　ＣＤ＝ＢＣより，△ＢＣＤは二等辺三角形なので，
　　　　　∠ＣＢＤ＝∠ＣＤＢ＝ 2∠ x
　　　△ＡＢＣはＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形なので，
　　　　　∠ＡＣＢ＝∠ＡＢＣ＝ 2∠ x
　　　△ＡＢＣの内角の和より，
　　　　　∠ＢＡＣ＋∠ＡＢＣ＋∠ＡＣＢ＝180°
　　　　　　   ∠ x ＋ 2∠ x ＋ 2∠ x ＝180°
　　　　　　　　　 　　　　 5∠ x ＝180°より，
　　　　　　　　　　　　　　  ∠ x ＝36°
　　⑻ 　 3点Ａ，Ｂ，Ｃは同一円周上にあるので，線分ＡＢ，

ＢＣは弦になる。円の中心Ｏは，弦の垂直二等分線上に
あるので，弦ＡＢ，ＢＣの垂直二等分線の交点を求めれ
ばよい。以上より，右の図のように，以下の手順①～⑤
で作図するとよい。

　　　①　点Ａ，Ｂを中心とする，等しい半径の円弧をかく。
　　　②　①の円弧の 2つの交点を通る直線を引く。
　　　③　点Ｂ，Ｃを中心とする，等しい半径の円弧をかく。
　　　④　③の円弧の 2つの交点を通る直線を引く。



　　　⑤　②，④で引いた 2直線の交点が，求める円の中心Ｏである。


